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重点テーマ・対策委員会中間レポート(案) 

プレゼンテーションの進め方 
 

 

１．プレゼン方法 

○発表者によるパワーポイント説明【10 分】 

 

○今後の方針に関する委員長のコメント、評価票記入【5 分】 

 

 

２．タイムテーブル 

 時 間 10 項目の重点テーマ対策委員会 発表者 

 15 分 プレゼン進行等の説明  

1 13:45～14:00 地震災害の防止 末吉・建築審査課長 

2 14:00～14:15 繁華街の安全 藤田・治安対策課長 

3 14:15～14:30 障害者の安全 大須賀・障害者福祉課長 

4 14:30～14:45 一人暮らし高齢者の見守り（高齢者の安全） 星野・高齢者福祉課長 

5 14:45～15:00 朊有小学校ｾｰﾌｽｸｰﾙ（学校の安全） 山本・学校指導課長 

 20 分 時間調整・休 憩  

6 15:20～15:35 自殺・うつ病の予防 田中・健康推進課長 

7 15:35～15:50 自転車利用の安全 廣瀬・交通対策課長 

8 15:50～16:05 子どものけが予防  鈴木・長崎健康相談所長 

9 16:05～16:20 児童虐待の防止 関・子育て支援課長 

 25 分 講評  

※「がんの早期発見」については、３月５日の区民大会において発表済のため省略 
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２．プレゼンテーションの基本ストーリー 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○○の予防 

◇◇◇対策委員会 

豊島区は 
なぜそのテーマに 
取り組むのか 

起 

（予防対象の明確化） 

予防に取り組むのは 

・Ａのけが 

・Ｂの事故 

 

承 

（課題設定） 

Ａを予防するための 
課題は何？ 
・Ｃの改善   
・Ｄの徹底   

 

転 

結 

（指標の検討） 

対策の効果を測る 
物差しを検討中 
・活動指標 
・成果指標 

 

 
（今後の宿題） 

・こんなデータを収集 

・こんな改善を予定 

・発展させていきます 

けがや事故をデータや調査で説明し、特徴や原因を探る 

区民（他機関）との協働が不可欠 

対策委員会の構成 

と開催経過 

本審査では 

一歩進んだ 

豊島区の姿 

を報告します 

≪科学の目≫ 

データ等による原因分析 

≪科学の目≫ 

対策による予防効果の証明 
 

 

 

対策 その 1 

（対策の特徴は） 

 

対策３ 環境改善 

 

対策４ 情報共有 

対策 1 誘導策 

（こんな特徴が．．） 

（これまでの効果．．） 

対策２ ルール学習 

（こんな特徴が．．） 

（これまでの変化．．） 

写真・地図で 

（どんな場所で？） 

グラフ等を使って 

（何が原因だろう？） 

 

写真・地図で 

（どんな場所で？） 

 

グラフ等を使って 

（何が原因だろう？） 

けが・事故のデータ 

（どれくらい発生？） 

（どんな種類がある？） 

アンケート調査 

（どんな特徴がある？） 

（どんな理由で？） 
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４．事前審査までのスケジュール（対策委員会プレゼン関係） 

 

4 月 4～8 日 

 

 

 

 6 日 第９回推進本部 対策委員会中間レポート（案） 

11～15 日 

 

 

 

18～22 日 

 

 

 

22 日 セーフコミュニティ専門委員へのプレゼン、評価 

25～29 日 

 

 

 

 

28 日 各対策委員会プレゼン資料提出〆切 

 

5 月 

2～6 日 

 

 

GW 

9～13 日 

 

 

 

11 日 第 10 回推進本部   対策委員会中間レポート 

 

16～20 日 

 

 

 

 

19 日 第４回セーフコミュニティ推進協議会 （対策委員会中間報告） 

23～27 日 

 

 

 

26 日 第 11 回推進本部 （事前審査プレゼン内容等の決定） 

27 日 ＷＨＯ認証センター審査員にプレゼン資料を送付 

 

6 月 

30～3 日 

 

 

 

 

本番を想定したプレゼン練習 

6～10 日 

 

 

 

10 日 事前審査・本番 

11 日 モデル地区、区民ひろば視察 事前審査・講評 

第５回セーフコミュニティ推進協議会 

「安全・安心フェスタ in としま」開催 

 

 

 

 

 

 

修正 

 

修正 

 

 

英訳 

対
策
委
員
会 
 
開
催 

調整 
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